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珍貴な実醤“陣鐘’
之の決職を職ひ抜いてみる重大な時局にあって，銃後國民が自褒的に國策に
協力して，家庭の軍糧を基げて銃に，暉匁に代へ，米英撃滅のために供出して
みるが，’富山縣下各寺院でも，お相傳の梵鐘を供出してこれに慮へんとしてみ
る．これ等の喚鐘につV、て，工伊上，歴史上の存置勾玉にっき，富山市皮蹟調
査員大村正之氏が調査中のところ，はからずも，今度全國的に類例の少い4鐘
ボ智見され，多郎土史料上にも貴：重な獲見として關係各：方面から注目，存置：方を
懇漁されてるる．大村氏の調査研究の結果，．これは『陣鐘』であると認定され，
斯界の灌威柴田常恵氏及び京都帝大梅原末治博士の車馬にも稀なものであるか
ら，是非保存方を手配するよう依頼してみる國寳級にも比すべき珍重なもので
近く重要美術品として認定申請方を丈部省に提出されるこ．とになってみる．
　大村氏の調書によれば，tの喚鐘は富山市梅澤町て三三眞宗大谷派慶念寺の
所有の銅襲の鐘で，総高は曲尺一尺五寸，口樫八寸三分，．唇厚八分，．／：重さは二
貫七百匁で，喚鐘としては小型に属し，容易に持ち蓮ぶととが出來るものであ
る．また音響は非常に憎くまで達し，三色も極めて清澄なものである．喚鐘と
いふものは，、一般に型は小さいが，梵鐘と相似した形のものが普通である．即
ち，龍頭，判事，袈裟特等を備へてるる筈のものであるが，この喚鐘に峠全然
これがない．一見して再調なその上，檬式も異った印象を受けるものである∫
龍頭のかはりに棒状の釣輪があり，乳声部には一個の乳もなく，袈裟裡もない
が，これにかはって二本の尋行線で上部と麗切り，更に撞座の上下部にも三本
の準行線を横たへた箪純な装飾が施されてみるばかりである．
　これらの形から見ると，京都の南螢寺の鐘（現在京都市妙心寺塔頭春光院所
有）と野牛が偶然に類似してみる黙がある．しかも，この喚鐘の撞座には普通
の梵鐘や喚鐘にある蓮華紋のないことが注意すべきことである．またこの腰帯
部に相回するところには銘文が避けてみるが，～二の部には珍稀な北斗七星紋お・
よび六曜日絞が表裏封構の位置に附せられてみる．すなはち一方には穫三寸と．
二寸の二重圓があり，そのなかに北斗七星をあらはす七個日星と，その破軍星
の上に創：先を陽鎗し，外側の二重圓内に十二支，すなはち，子，丑，寅，卯，
辰，巳，午，未，申，酉，戌，亥の十二文字が陰刻してある．その反封側には
径二寸八分の圓内に，六曜一目，すなはち，先勝，友引，先負，佛減，大安，赤
口を圓示したものがある．この二つの紋檬こそは全然他鐘にその類例を見ない
ところで，層 ｱの鐘は何に使用されたものかが問題になるわけであるが，とれら
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のことから全く特殊な存在で，龍頭は極型，乳および袈裟裸ぽない．撞座に蓮
華絞がついてみないことから見て，これは佛寺内係のものとは認め難V・．．また
十字架，イスエタ感症あるひはマリヤ像等のなV・ことから，これまた南蟹昏鐘
等に相似してみる黙があるが，切支丹關係のものでもないことが明らかであ
る．との鐘についてみる北斗七星紋は，職陣に關係ある非斗七星に象ったもの
で，妙見信仰にもとつくものである．妙見菩薩は諸國土を擁護し，災を浩し，
敵を却け給うもので，わが國の武將の闇に古くから崇敬されてみたms　d）1一面
誤解十八般の中にも天文あるひは天盟観測が含まれ，これに通曉することが武
將たるものの資格ですらあった．したがって，軍配，團扇の紋様にも往々見出
だされてるる．六曜日は勝負，吉凶に關するもので，これも職陣に關記してみ
る紋様である．～これらを綜合して見ると，本藍は『陣鐘』として特に鋳造され
たものであることば明かであると老へられる．古來軍陣の間に陣鐘が使用され
たことは多いが，それはその附近の寺院の鐘を多く使用したものであった．し
かし，’この目的で製賦したものや，これに類したものは多かったであらうが，
この鐘のやうに陣鐘として製造されたもので，V・まなほ残ってみるものは甚だ
乏しく，珍重すべきことで，このことは既に斯界の面面柴田氏が保存：方配慮を
特に懇望してみることを見ても温習なものである．ただ無銘鐘．（出口部に磨滅
したところがある）で，製作年代がわからないことは遺憾であるが，笠形，駒
爪その他から推して，江戸申期ごろのものでなとか推定されてるる．なほ，こ
の鐘が同寺に傅へられたのは明治三十五年ごろに先佳岩崎籔玄師が京都から買
ひもとめて來たものであるとのことで，現住岩崎襲明師は語る．「大村先生の
御調査で，當寺の逸品が非常に珍貴な皮料であると嘉かされて驚いてみる次第
です．先生の畜力で重要美術品として存置されることになれば，二二としても
大切に保管せねばならぬと考へてるます．」（昭和一八，六，一八，北日本薪聞）
　　　　　　　　　　　　　會員津田氏よりたより
　御免
　昨日，例の陣鐘を見直に滲うましたから，素入目に見たるまN・，その概要を報告確上げ
ます．
　郷土ながら，富山市にあんな寺町があることは今日まで知りませんでした．梅澤町にぱ
西，東の爾町あり，共に寺院図り¢町で，大小の愁々蝟集してみるのには驚きました．懸
念寺の所在を訪ね出すのに，可なり彼塵此慮訪ね廻りました末，やっと見つけました．小
路の奥まった所にある閑寺と申すべきか，寺の中でも小さい寺で，厨と御堂とが一つにな
ってみる様な一寒寺でした．
　訪ねて，來意を通ずると，圭婦らしい方が，心易く「這入って見て下され」とて，玄關
直ぐの一室に案内せられました．奥の：方から，その鐘を爾手で持って來て，私の前に置い
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．て「隠れですと」．示さる．
　女手で樂に持ち蓮；びが畠來るのかと思ひ，私も試みに持って見ると．片手でも持てる程
のもの，二貫七百匁の重さと聞きました．底裡九寸位，高さ一尺二寸位のもの，誓蓮の梵
鐘型ですが，青銅色ではなく，眞脚色を帯び．t：色で，鍾もな．＜，古めかしい氣労は寧ろあ
りません．
　外に釣つτおくと，要心が悪いので，奥の方に卒常は納ってあるのだと言ひます．叩い
て見ると．音は澄んだ，輕やかな，而も感t’の良い響きを出す標でし7こ．富山別院に何か
行事がある揚合にPft　ij，出の鐘を借ウて行って，使はる〉例になってみるさうです．
．之の鐘の澹革などは配りハツキリ到ってみない様でした．大村西町が色々研究してゐら
れるとの事：でしナこ．
　鐘の概形は別圖（i）の如くで，本
略圖に示す模檬の外に．は，何等彫彩
もありません．
　打ち叩く駈が爾方にあって，その
左右に（2）（3）の如き模檬が鋳抜い
てありますが1何れも環部に何か字
が彫り込まれてみた様な形跡をおぼ
ろに想像出照る位で，スツカリ態と
割り潤した痕跡が明かであり’まして．
残念乍ら字は一字も讃める程渡の郷
も認められま：ぜん．
　下底環面にも，何か字が十六等：も
彫り込んでありますが，之れも，何
といふ字か鋼らぬ檬に割り濾して終
ってあります。何の必要から，こん
なに削り溶したものか，惜しいもの
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です．憎し（2）の北斗の紋は一）圖の．如くノ・ツキりしてゐます．剣先をつけてあるのは面白
いと存じました．この外宇部に何といふ字があったものか，叉（3）も，六曜はハツキリし
てゐますが，その間にあっナこ字は一字も見えず，削り跡だけが残ってみるのです。
　釣鈎は，圓柱を曲げて取りつけた様な形，その着部一：方のみに突起部が鋳附いてゐます
が，．何のためのものか，私には剃りません．
　昔の載陣では，その附近の寺の孚鐘を持ち串して，陣鐘に使用するを例とレたさうです
が，陣鐘と言はるMものは，軍が常に携行ずるものだったさ．うです．’
　之れが陣鐘なりとすれば，．何藩が使ってみたものか，土地柄上，恐らく前田藩P’なと，
素人考へに思ったりしました．
　一戸すること約二十労で終了，もう一度叩いて見て蹴して蹄りました．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和18年7月1日　津田雅三
